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Ⅰ．東京都災害時小児周産期リエゾン養成研修の概要         

１．研修の目的                                        

震災時の大規模な災害が発生した場合において、東京都災害医療コーディネーター及び地域災害医療 

コーディネーターの業務を補助し、小児・周産期医療領域に係る保健医療活動の総合調整を適切かつ円 

滑に行える災害時小児周産期リエゾンの育成を図ること。 

 

 

２．研修方法                                         

オンデマンド配信による講義及び集合研修 

 

 

３. 研修プログラム                                      

本研修は、以下のプログラムに沿って進めてまいります。オンデマンド視聴を期間内に終えられない場

合、集合研修に参加することはできますが、修了証の発行ができませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施方法 タイトル 講師 時間

講義１ 東京都の災害医療体制
東京都保健医療局医療政策部救急災害医療課

災害医療担当課長　　　　　　　　　　　上村　淳司
30分

講義２ 区市町村の災害医療体制
平成立石病院　院長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大桃　丈知
30分

講義３ 小児周産期リエゾンの活動の概要
国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局

DMAT事務局　　　　　　　　　　　　　　上杉　泰隆
30分

講義４ 平時の活動
国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局

DMAT事務局　　　　　　　　　　　　　　上杉　泰隆
30分

講義５ 急性期の活動
国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局

DMAT事務局　　　　　　　　　　　　　　上杉　泰隆
30分

講義６ 近年の災害時における小児周産期リエゾンの活動
国立健康危機管理研究機構危機管理・運営局

DMAT事務局　　　　　　　　　　　　　　上杉　泰隆
30分

講義７
能登半島地震における小児周産期対応

～情報と役割整理の視点から～

金沢大学附属病院産婦人科講師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡　京介
45分

講義８
災害時に見えにくい母子・妊産婦のニーズ

～小児周産期リエゾンに求められる視点～

神奈川県立保健福祉大学大学院

ヘルスイノベーション研究科教授 　　　　吉田　穂波
45分

講義９ EMISの位置付けと基本
都立病院機構東京医療減災Labo

　　　　　　　　　　　                   　曽根　玲司那
30分

講義１０ PEACEの位置付けと基本

医療法人尉継 フジワラレディースクリニック理事長

広島大学大学院医系科学研究科産科婦人科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧　尉太

45分

オンデマンド　視聴期間：6/29（月）～8/9（日）
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４．研修会場                                         

会場名：国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 405 号室 

住所：東京都渋谷区代々木神園町 3-1 

電車：小田急線 参宮橋駅 徒歩 7 分 / 東京メトロ千代田線 代々木公園駅 徒歩 10 分 

バス：京王バス（宿 51 系）代々木 5 丁目駅 徒歩 1 分 

 

※マップ等詳細は以下をご参照ください。 

 https://nyc.niye.go.jp/access 

 

 

５. 受講上の注意                                        

（１）研修当日の持ち物： 

表紙に記載の「持ち物一覧」をご確認ください。テキストについては紙に出力したものあるいは 

PC に保存したものをご持参ください。ただし、バッテリー充電のためのコンセントの数には限り 

がありますので、ご注意ください。 

（２）出席の確認： 

   ７．遅刻・早退・欠席等の扱いをご参照ください。 

（３）演習中の飲食について： 

演習中に飴やガム等の食べ物を机上に置く・食べるなどは禁止といたします。 

 

 

 

 

実施方法 タイトル 講師 開始時間 終了時間

オリエンテーション 9:45 10:00

講義 災害医療概論
東京都保健医療局医療政策部救急災害医療課

災害医療担当課長　　　　　　　　　　　上村　淳司
10:00 10:30

演習１ 小児周産期リエゾンに求められる初動の視点 ファシリテーター 10:30 11:15

演習２ 小児周産期リエゾンに求められる調整の視点 ファシリテーター 11:15 12:00

12:00 13:00

演習３ 伝える技術・つなぐ技術 ファシリテーター 13:00 13:45

演習４ 実災害に学ぶ小児周産期リエゾンの役割と調整 ファシリテーター 13:45 14:45

14:45 14:55

演習５ 統合演習「初動・調整・伝達」 ファシリテーター 14:55 15:55

統合演習共有 ファシリテーター 15:55 16:25

振り返り（平時への持ち帰り） ファシリテーター 16:25 16:35

集合研修　8/16（日）実施

休憩（60分）

休憩（10分）
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６. 研修順延の場合                                       

天候・その他災害等により研修の実施を延期または中止する場合があります。研修の延期または中

止の際には、研修事務局である当財団の公式ホームページ（https://soukensui.jp/pages/320/）

上にてお知らせいたします。 

 

 

７. 遅刻・早退・欠席等の扱い                                  

（１）遅刻・早退の扱い（電車遅延の場合は、遅延証明書を貰い会場へお越し下さい） 

     遅刻・早退することが分かった段階で、弊財団事務局（090-1434-6980）までご連絡をお 

願いいたします。なお、受講中に体調不良等早退が必要になった場合、速やかに事務局スタッ 

フへ申し出てください。 

※研修当日はオフィス休業日につき、表紙に記載の事務局電話番号にはつながりません。 

 

（２）欠席の扱い 

やむを得ない事由により欠席する場合は、必ず弊財団事務局（090-1434-6980）までご

連絡ください。 

 

 

８. 修了証について                                     

オンデマンド研修、集合研修の両方の修了が認められた方に対し、東京都より発行をいたします。 

 

 

９. 受講にあたっての注意事項                                  

研修当日の朝に発熱や風邪症状がないかご確認いただき、体調がすぐれない場合は受講をお控えい

ただきますようお願いします。また、研修会場では、入室時・休憩時間・食事の前などにおいての手洗

いや手指消毒にご協力をお願いいたします。 

（１）受付時の対応について 

受付時の混雑緩和のため、時間に余裕を持って会場にお越しください。 

研修開始の 30 分前より受付の開始を予定しております。 

（２）座席について 

    指定された席に着いていただきます。 

 （３）研修会場の換気及び室温について 

    研修会場の入り口ドアなどを開放して換気に努めます。 

研修会場の室温は適切に管理いたしますが、個人差がございますので、寒暖に敏感な方は羽織る 

ものなどをご持参いただくことをおすすめいたします。 

 

（４）退出について 

エレベーター等の混雑緩和の観点から、時差退出にご協力いただく場合がございます。 

 

 

１０. 昼食について                                       

 ・棟内 2 階にカフェテリア、レストランがございます。 

 ・お持ち込みいただいての食事は、各階共有スペースにてお願いいたします。研修室内での喫食は行え 

ませんのでご注意ください。なお、ごみはお持ち帰りください。 
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Ⅱ．オンデマンド講義動画およびグループワークについて                            

１．オンデマンド講義動画について                                     

・以下のログインページより ID、パスワードを入力し動画をご視聴ください。 

 https://s-kenko.manaable.com/login ※研修サイト”manaable”ログインページ 

 

・本サイトでは視聴履歴をとっており、全 10 講義を視聴完了することで、動画研修修了となります。 

視聴期限：2026 年 8 月 9 日（日） 

※操作方法につきましては HP 上掲載の”動画視聴マニュアル.pdf”をご参照ください。 

 

２．グループワークについて                                  

【グループワークの目的】 

今回のグループワークは、災害時の「初動・調整・伝達」を考えるワークとなります。 

 

【グループの構成】 

・１グループ約５～６名程度です。 

・近隣の地区のメンバーで構成します。 

・各グループにファシリテーターが 1 名入ります。 

 

【発表】 

・発表用シートにまとめ終えましたら、ファシリテーターを介して事務局にお知らせください。事務局に 

て、発表用としてシートを写真撮影いたします。 

・グループワークの進め方の詳細について、当日開始時にご案内いたします。 

 

 

以上 

 

https://s-kenko.manaable.com/login



